
話す・聞く 書書    くく  読読    むむ  

一斉 
導入１ 
①趣旨・目標設定・学習の見通しを立てる 
②「春過ぎて…」を味わい、和歌に触れる 
③和歌の基礎知識を学習する

 

一斉 
「万葉集」を味わう 

①万葉集の基礎知識を学習する 

②範読と音読をする（ＢＧＭ） 

③作者について教科書の解説からワークシ 

 ートに記入する（ＢＧＭ） 

④和歌の大意や鑑賞、技法等の指導内容を 

 ワークシートに記入する 

⑤鑑賞文を完成させる 

⑥範読と音読をする（ＢＧＭ） 

→「万葉集」の他の和歌についても同様に 

 味わう。 

「古今和歌集」「新古今和歌集」を味わう 

「万葉集」と同様 

一斉 

「三大歌集」をまとめる 

①ノートやワークシートを活用し、比較表 

 を完成する 

②便覧等を活用し、確認する 

第５時

和歌のＢＧＭ例 

第２～４時

授業の流れ 

感感じじるる力力  

 

 
考える力 表す力 想像する力 
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 中学校 ３年 
◇ 言外にある作品の情景を読み取り、イメージをふくらますとともに感動をもって読む。

国語科 ◇ 言葉の使い方に注意し、語彙を効果的に使いながら書くことによって、優れた感じ方 

や考えを筋道立てて書く。 

単元名  古典を味わおう 「万葉・古今・新古今」 

ワークシート例 

× 
育成したい読む

書く
感じる

国 語 力

ＢＧＭを活用し、イメージを豊かにして和歌を鑑賞する。（読む能力） 本時の目標 

 

第１時 
「
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
」
の
研
究
２
『
古
今
和
歌
集
』

古

今

和

歌

集

き
の
つ
ら
ゆ
き

紀

貫
之

ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る

か

強
調

詠
嘆

（
〜
こ
と
だ
！
）

(

詩
の
説
明
文)

に
「
初
瀬
（
地
名
）
詣
で
る
た
び
に
（
行
く
た
び
に
）
泊
め
て
も
ら
っ
た
人

詞

書

き

の
家
に
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
そ
の
家
の
主
（
女
性
で
す
）
が
『
こ
の
よ
う
な
家
は
あ
る
の
に

（
私
は
待
っ
て
い
る
の
に
）
お
見
限
り
で
す
ね
。
（
あ
ま
り
来
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
ね
）
』
と
皮
肉

。

っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
家
の
庭
に
咲
い
て
い
た
梅
の
一
枝
を
折
り
取
っ
て
詩
を
詠
み
添
え
た
」
と
あ
る

よ

[

大
意]

人
の
一
字

と
い
う
も
の
は
、
さ
あ
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

昔
な
じ
ん
だ
こ
の
家
で
は
木
の
名

の
花
は
昔
の
ま
ま
の
句
の
語

に
に
お
っ
て
咲
い
て
い

ま
す
ね
。

[

鑑
賞]

宿
の
主
人
（
女
性
）
の
「
私
の
あ
な
た
に
対
す
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
あ
な
た
は
心
変
わ

り
し
た
の
か
来
て
く
れ
な
い
。
」
と
い
う
皮
肉
っ
ぽ
い
問
い
に
対
し
て
、
「
人
の
気
持
ち
は
…
。
」
と

木
の
名

の
花
を
添
え
て
、
逆
襲
し
た
の
で
あ
る
。
明
る
い
機
知
（
時
に
応
じ
た
巧
み
な
反
応
）

に
富
ん
だ
歌
で
あ
る
。

ふ
じ
わ
ら
の
と
し
ゆ
き

藤
原
敏
行

秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

完
了
（
た
）

打
ち
消
し
（
な
い
）

完
了

三
大
歌
集
の
比
較

組

名

万

葉

集

古

今

和

歌

集

新

古

今

和

歌

集

成
立

（

）
時
代
（

）
期

（

）
時
代
（

）
期

（

）
時
代
（

）
期

撰
者

（

）
と
い
わ
れ
て
い
る

（

（

）
調
…
力
強
く
重
々
し
い

（

）
調

（

）
調
…
や
さ
し
く
な
め
ら
か

調
子

句
切
れ
…
（

）
句
切
れ

句
切
れ

句
切
れ
…
（

）
句
切
れ

（

）
句
切
れ

い

（

）
句
切
れ

）
他
三
名

（

）
他
五
名

歌
数

約
四
五
○
○
首

約
一
一
○
○
首

約
二
○
○
○
首

（

）
…
五
七
・
五
七
・
七

歌
体

ほ
と
ん
ど
が
（

全
て
（

）

（

）
…

五
七
・
五
七
・
五
七
〜
五
七
・
七

（

）
…
五
七
七
・
五
七
七

（

）
…
五
七
・
五
七
・
七
七

）

小
野
小
町
・
大
友
黒

撰
法
師

主
・
在
原
業
平
・
文
屋
康
秀
・
僧
正
遍
昭
・
喜

（

）

＝

主
な

歌
人

…
や
さ
し
く
な
め
ら
か

…
（

）
句
切
れ

が
多

５
音
で
句
調
を
整
え
、
特
定
の
語
に
か
か
っ
て
い
く

の
意
味

同
音
異
義
語
で
一
つ
の
語
に
二
つ
以
上
の
意
味

（

）
…

（

）
…

（

）
…

７
音
以
上
で
、
あ
る
語
句
を
導
き
出
す
前
置
き

む

関
連
の
深
い
言
葉
を
い
く
つ
も
よ
み
込
む

技
巧

（

）
…

（

）
…

（

）
…

古
い
歌
の
一
部
を
読
み
込
み
、
印
象
を
重
複
さ
せ
る

（

）
…

同
音
異
義
語
で
一
つ
の
語
に
二
つ
以
上

関
連
の
深
い
言
葉
を
い
く
つ
も
よ
み
込

力
強
く
男
性
的

優
美
繊
細
で
女
性
的

余
情
を
重
ん
じ
、
華
麗
で
幻
想
的

・

ぶ
り
）
…

・

ぶ
り
）
…

・

・

）
…

（

（

（

・

に
感
情
表
現

・
技
巧
を
凝
ら
し
て

的

・

）
的
…
絵
の
世
界
の
よ
う

表
現

（

和
歌

・
技
巧
を
用
い
て
象
徴
的
に
表
現

歌
風

【
大
意
】

【
大
意
】

【
大
意
】

【
鑑
賞
】

【
鑑
賞
】

【
鑑
賞
】

『
万
葉
集
』

 

 

東
の
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ 

 
 
 

柿
本
人
麻
呂 

 
 
 

ベ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
組
曲
「
朝
」 

グ
リ
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も 

 
 
 
 
 
 

山
上
憶
良 

 
 
 

ザ
・
フ
ァ
イ
ブ
・
ペ
ニ
ー
ズ 

 
 

映
画
音
楽
「
ザ
・
フ
ァ
イ
ブ
・
ペ
ニ
ー
ズ
」 

 

『
古
今
和
歌
集
』

 

 

ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る 

 
 
 

紀
貫
之 

 
 
 

慕
情 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

映
画
音
楽
「
慕
情
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
お
と
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る 

藤
原
敏
行 

 
 
 

エ
タ
ー
ナ
リ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

映
画
音
楽
「
ラ
イ
ム
・
ラ
イ
ト
」 

 
 
 
 

 

『
新
古
今
和
歌
集
』

 

 

道
の
べ
に
清
水
な
が
る
る
柳
か
げ
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
ど
ま
り
つ
れ 

 
 

西
行
法
師 

 
 
 

ム
ー
ン
・
リ
バ
ー 

 
 
 
 
 
 

映
画
音
楽
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」 

 

  

駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
か
げ
も
な
し
さ
の
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
れ 

 
 

藤
原
定
家 

 
 
 

木
枯
ら
し
の
エ
チ
ュ
ー
ド 

 
 
 

シ
ョ
パ
ン 

エ
チ
ュ
ー
ドOP,25,11 

  
 

③

④

⑤

三大歌集の特徴等

を比較したまとめ

各歌集から選んだ 

和歌の鑑賞文 

各和歌の大意・技法・鑑賞等のまとめ

 

 

○解説だけではとらえることができない和歌の情景のイメージを、 

 ＢＧＭを活用して豊かにふくらませ、感じる力を育成します。 

○イメージした情景を適切な言葉で表現し、大意や鑑賞文を完成さ 

 せ、感じる力を育成します。 

○ＢＧＭを活用しながら、調子や技巧を比較し、三大歌集の違いを 

 理解します。 

国語力育成の視点 

 


